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物体と頬の間に最適角度が存在することがわかった。さらに三叉神経は On center  
surround 結合により触覚神経の情報を統合する。その統合過程で、ヒゲの長さやひげの配置の分
布に対してある程度のずれがあった場合のほうが、分布が均一な場合よりもテクスチャ認識が正確
になることがわかった。さらに、ひげの空間配置に依存して三叉神経層のニューロンに凹凸部分の
幅に対する選択性が現れることがわかった。 
 
